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政策評価の概要
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市政運営の中長期的な方針である「千葉市基本計画」に掲げるまちづくり

を計画的に推進するため、計画事業の進捗等を踏まえた指標の分析・考察を

行い、行政課題を抽出することにより、行政活動の改善につなげるとともに、

次期基本計画や実施計画の策定などに活用することを目的とする。

◆政策評価の目的



政策評価のプロセス
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段階 実施方法 実施部署

ＳＴＥＰ１

行政活動実績評価

客観指標（基本目標・ＫＰＩ）の達成状況を把
握するとともに、計画事業の進捗状況や外部要
因と関連付けた分析・考察を行う。
※基本目標・ＫＰＩについては、次ページ参照

第１段階：所管局
第２段階：総合政策局

ＳＴＥＰ２

アンケート指標の
分析・考察

市民アンケートにより、実感及び活動の状況に
ついて、理由を含め把握し、分析・考察を行う。

総合政策局

ＳＴＥＰ３

政策評価

行政活動実績評価及び市民アンケート結果を踏
まえ、生活実感指標・行動指標・客観指標を関
連付けて、総合的に分析・考察を行う。
また、分析・考察から得られる市の取組みの課
題を抽出する。

総合政策局
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現行の政策評価制度は平成30年度に大幅な見直しを行い、①行政活動実績評価
（客観指標による評価）、②アンケート指標の分析・考察（市民実感等による評
価）、③客観・市民実感による総合評価の３STEPで実施する。



◆基本目標・ＫＰＩとは

◆基本目標・ＫＰＩと計画事業の関係（イメージ）

計画事業の実施
ＫＰＩの
数値向上

基本目標の達成

（参考）基本目標・ＫＰＩについて
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基本目標（40指標） ＫＰＩ（149指標）

目的
政策単位の目標設定及び事業の達成
状況の定量的評価

基本目標の達成に向けた施策の進捗
管理

設定単位 政策ごとに１～４指標 施策ごとに１～５指標

評価時期
・原則３年毎（政策評価）
※進捗管理は毎年実施 ・毎年（進捗管理）

整合性を
図るもの

・分野目標、政策
・ＫＰＩ

・基本目標
・計画事業



政策評価の見直し
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現行の政策評価制度は、「千葉市新基本計画（H24～R3）」（以下、旧計

画）の体系に基づく評価となっているため、令和５年度から開始した「千葉

市基本計画（R5～R14）」（以下、新計画）の体系に基づく評価へと見直し

を行う。

加えて、旧計画の政策評価に関する千葉市新基本計画審議会からの答申

（R5.3.10付け）への対応を行う。

なお、今回の見直しは新計画の体系に対応した見直しを図るものであり、

政策評価の手法（客観指標及び市民実感に基づく評価）は変更しない予定。

◆見直しの趣旨



新基本計画審議会答申における意見と対応案
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➢ 政策の評価にあたっては、企業・団体等、市と連携して事業を行う主体に

よる評価も踏まえること。

→事業の担い手側の意見を踏まえ、行政活動実績評価を実施。

➢ 客観指標については、市民に分かりやすい指標名称となるよう検討すると

ともに、目標値の考え方や評価を明示すること。

→客観指標及び名称は第１次実施計画(R5～R7)と同じとし、考え方等を

分かりやすく記載。

➢ 地域防災活動の質的な評価にあたり、避難所運営委員会の女性委員率、防

災ライセンス講座の受講者数などの指標の導入について検討すること。

→第１次実施計画におけるKPIとして導入済み。

➢ 都市の魅力を高めるため、まちにおける市民等の過ごし方にかかる分析・

評価の手法について検討すること。

→人流データを踏まえ、行政活動実績評価を実施。

千葉市新基本計画審議会からの答申のうち、政策評価制度に対する意見と

意見への対応案は以下のとおり



見直しポイント（行政活動実績評価）
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➢評価単位を１９の施策の柱から23の政策単位とする。

➢客観指標を第1次実施計画(R5～R7)で定めた基本目標及びKPIとする。
指標数：136指標 → 189指標（基本目標40指標、KPI149指標）

➢以下の事項を踏まえて行政活動実績評価を実施
・実施事業の担い手側の意見
・イベントなどにおける市民の滞在状況（人流データ）

◆新旧計画の体系

旧計画：５つの方向性、19の施策の柱 新計画：まちづくりの総合８分野、23の政策



政策評価の見直しポイント（アンケート指標）
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➢ 「生活実感指標」及び「行動指標」を23の政策に振り分ける。

➢ アンケート項目（生活実感指標）に市内でのデジタルの活用に関する設問を追加。

◆政策とアンケート指標の関連



政策評価のサイクル
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➢第１次実施計画（R5～R7）終了後、翌年度に行政活動実績評価と市民ア

ンケートを実施し、翌々年度に審議会を経て、政策評価を決定。

（第２次、第３次実施計画も同様）

➢客観指標については、毎年度実績を把握し、地方創生部会にて報告予定。



段階 旧計画 新計画

評価単位 ・19の施策の柱単位 ・23の政策単位

評価時期 ・実施計画終了時 ・実施計画終了時

ＳＴＥＰ１

行政活動実績評価
・136指標

・189指標
（基本目標40、KPI149）
・事業主体の意見及び人流データを
踏まえた評価

ＳＴＥＰ２

アンケート指標の
分析・考察

・生活実感指標19、行動指標2
による評価

・生活実感指標20、行動指標2
による評価

（デジタルに関する設問の追加）
・アンケート指標を23の政策に
振り分け

ＳＴＥＰ３

政策評価

・客観指標・生活実感指標・行動指
標を関連付けて、実施計画事業等
を含め総合的に分析・考察

・分析・考察から得られる市の取組
身の課題を抽出

・客観指標・生活実感指標・行動指
標を関連付けて、実施計画事業等
を含め総合的に分析・考察

・分析・考察から得られる市の取組
身の課題を抽出

政策評価の見直しポイント（新旧比較）
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